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ユビキタス技術による会議支援システム

• 会議の参加者相互のコミュニケーションおよび展示
物情報の共有の促進のためのシステム
– ひとやものとの出会いの支援！

• 特徴
– 実空間とWeb空間をシームレスに接続

• 実空間（会場）とWeb空間から情報を収集・統合

• 実空間（会場）での利用とWebからの利用が統合

– 簡単，安価なユビキタス技術の実現

• 携帯電話，ICカードなどを端末にして実装

– Webマイニング技術の実現

• 参加者や出展者の関係をWebの情報から推定
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システム開発の経緯

• 「第7回ユビキタスコンピューティングに関する国際
会議(UbiComp2005)」大会支援ワーキンググルー
プ（委員長：武田 英明NII教授）として企画，開発，
運用

• 基幹システム開発
– 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情

報学研究所（所長 坂内 正夫，ＮＩＩ）

– 独立行政法人 産業技術総合研究所（理事長 吉川 弘之，
産総研）

– 大日本印刷株式会社（代表取締役社長 北島 義俊，
DNP）

• 同国際会議（ 9月12～14日 高輪プリンスホテルで
開催）で運用予定
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従来の問題点

• 出会い支援の必要性
– イベント空間（会議，展示会，パーティなど）はひとやもの

との出会いが目的
– 出会うことの困難さ

• 限られた時間
• 大量のひとやもの

– 出会いの発展の困難さ
• つながりの維持の困難さ（忘却）
• つながりを深めることの困難さ

• 従来システムでの問題点
– PDAやPCでは気軽に利用できない
– ICカードでは高度な支援が無い

– 高度なユビキタス環境構築は時間的，コスト的に困難

会期前 会期後

時間，空間限定

展示物

参加者

時間，空間非限定

会場空間

Web空間

出会い
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提案システム

• 会場支援システム＋Web支援システム

→会期中だけでなく会期前後を一貫して支援

• コンテンツ支援：展示物やスケジュールなど

• コミュニティ支援：参加者同士を結びつける
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会場支援システム

• 多様な端末を利用して，発表展示との係わり合いや
参加者同士のつながりを簡単に入力，情報利用

– 多様な端末の利用によるセンシング
• バーコード読み取り機能付き携帯電話

• ICタグリーダー付き携帯電話（KDDI提供）

• ICカード

• デジタルペン

• ．．．

– 多様なスタイルでの情報利用
• 携帯電話での閲覧，編集

• Weblogスタイルの記録と編集（PC)
• 掲示板

• テーブルを囲んでのコミュニケーション

Information Clip （DNP） ：

聴講・見学の予定・履歴記録

テーブルトップ・コミュニティ（産総研）

テーブル型の情報キオスクによる
人の相互作用の形成支援と可視化

UbiBoard：（DNP）

デジタルペンを利用した
掲示板システム

ActionLog （ＮＩＩ） ：

コンテクストに基づく
Weblog の自動生成
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Web支援システム

• つながり推定
– 参加者や出展者の関係をWebの情報から推定

• 知り合いを登録することで他の関係者との交
流を促進

• 展示発表のスケジューリング及び推薦

Polyphonet Conference：

（産総研）
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Information Clipのコンセプト

• 利用者の情報記録行為（クリップ）を起点とした情報
コミュニケーション環境の実現
– 誰もが所有する携帯電話を利用し

– 様々なメディア・情報との接触を記録
• 記録対象の特定

• 撮影写真、コメント（文字入力）など

– 記録内容に基づくサービス提供
• 記録対象についての詳細情報・追加情報の取得

• 記録内容の公開、共有

• 注目度ランキング

• システム概要
– 個人所有携帯電話＋携帯電話アプリケーション

– メディア上のクリップサイン（QRコード、RFID設置）

Information Clip



Ubicomp２００５での実施内容
学会プログラム

情報記録

ICタグリーダー付携帯
電話（KDDI様開発）
※ 会場にて貸出

発表・展示に対す
る期待、評価・コメントの入力

デモや展示の撮
影写真

個人携帯電話

•記録内容の見返し
•注目度ランキング
•写真やコメントの共有
（ActionLog）

発表・展示会場

A aa aaaa
Abcde
DNP DNP

A aa
aaaa
Abcde

発表・展示用のクリップサイン

UbiBoard
メッセージシート

UbiBoard
DNP

コメント入力

写真撮影

QRコード

バーコード
ＲＦＩＤ

のスキャン

発表・展示会場

Information Clip



Information Clip

ICタグリーダー

付携帯電話を
使ったクリップ印象コメントの入力

デモ用のクリップサイン

ＩＣタグＩＣタグ

QRコードが印字された学会プログラム



テーブルトップ コミュニティ

藤村憲之、西村拓一、中村嘉志 （産業技術総合研究所）
藤吉 賢、坂本和彌 （株式会社アルファシステムズ）
mailto: noriyuki@ni.aist.go.jp

Tabletop Community

テーブルトップコミュニティは、コミュニティのなかでのインタラクション
（相互の行動）を目に見える形にし、またコミュニティの形成を助ける
ことを目的とした、インタラクティブなアート作品です。

この作品は、ひとつ、または複数のテーブル型の情報キオスクと、そ
のソフトウェアシステムからできています。

ユーザー（観客）が毎回この作品にRFIDカードを使ってアクセスする
と、360度をぐるりと撮影できるカメラが、テーブルの周囲の人たちの

写真を撮影します。

このシステムは、こうして撮影された写真たちから、このテーブルを通
じてうまれた人のつながりを目に見える形にします。



テーブルトップ コミュニティ

藤村憲之、西村拓一、中村嘉志 （産業技術総合研究所）
藤吉 賢、坂本和彌 （株式会社アルファシステムズ）
mailto: noriyuki@ni.aist.go.jp

このシステムは、”プリクラ“からヒントを得ています。一緒にある場所
で時間を過ごした人たちの写真を撮影し、集める点でこの作品はプリ
クラによく似ています。しかし、この作品の場合は、プリクラとは違い、
ひとつひとつの写真の間にある人の繋がりも目に見える形にします。

こうした、この作品がもつ機能が、コミュニティの形成や、コミュニティ
の姿を目に見える形にすることを、この作品は目的としているのです。

Tabletop Community



テーブルトップ コミュニティ

ユーザー１人に対応した写真が
表示されている画面

ユーザー３人に対応した写真が
表示されている画面

Tabletop Community



UbiBoard

UbiBoard：概要

• UbiBoardは、紙に手書きしたアナログ情報をデジタル情報

に変換するデジタルペンを利用した掲示板システムです。

• 通常の掲示板のように、手書きの紙を掲示し、その場所に
立ち寄った人同士での非同期なメッセージ交換・共有が簡
単にできます。

• 同じ情報がネット上の掲示板にも掲載されるので、メッセー
ジのやりとりを、ネット接続された端末から、いつでもどこで
も確認することができます。



UbiBoard：利用イメージ

UbiBoard

デジタルペンで
メッセージ記入

メッセージ
掲示

応答メッセージ
掲示

投稿

メッセージ
閲覧

ネット掲示板

リアル掲示板

リンク

応答メッセージ
閲覧

UbiBoard

Flash
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ



UbiBoard

シートID

応答メッセージの場合、
元のシートIDを記入

（オプション）

メッセージエリア

Flashアニメーション

バーコードリーダー
（シートID取得用）

ICカードリーダー
（UserID取得用）

メッセージシートと
デジタルペン（アノト社製）

ネット掲示板の画面

メッセージ登録端末



ActionLog: コンテクストに基づくWeblog
目的

• 行動履歴をWeblog形式で提示することによって，ユー
ザの振り返りを支援
– Retrospective thinking （回顧的思考）

– Thinking by writing （書くことによる思考）

機能

• イベント空間でのユーザのアクションに基づき，自動的
にWeblogのエントリを生成
– アクション： ユーザの振る舞い をシステムの利用から推定

• 会場での携帯電話を用いた発表IDの取得

• 会場での情報キオスクなどでのICカードの利用

• Webからのスケジュールの追加

• 等々

ActionLog



②エントリの草稿の生成

ActionLog: システム構成

Information Clip

UbiBoard

Tabletop Community

Kiosk

Polyphonet

：
アクション

履歴

：

Paper ID, (comment), time

Message, time

Person ID, time

Paper ID, time

Content
DB

Edit

TelMeA

Paper
View

Weblog
View

推薦機能

editor

編集用
ビュー Weblog

ビュー

集約
ビュー

TelMeA Theatre

Switch
Data Sharing

①アクションの取得 ③Weblogスタイルの情報提供・編集

ActionLog



ActionLog編集用ビュー



ActionLogWeblogビュー



ActionLog発表毎の集約ビュー



Polyphonet Conference
Polyphonet Conference

• 機能
– 研究者・参加者のネットワーク表示

• Ｗｅｂ上の研究情報から推測（Ｗｅｂマイニング）

• ユーザが登録した情報（知り合い情報）
– ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサイト）の学会利用

• ⇒ 人脈作りを効率的に

– 発表に関する情報提示やスケジューリング支援、推薦
• ユーザが登録した情報（興味ある発表や知り合い情報）による推薦

• 発表内容の解析（テキストマイニング）

• ⇒ 興味ある発表を逃さずに見られる

• 目的：
– Web上で「研究者」と「発表」を有機的に関係づけ、学会での研

究者の交流や情報交換を効率化する。



Polyphonet Conference: 技術内容１

Polyphonet Conference

• 技術分野
– Webマイニング

• Web上の情報に対して、パターンの抽出処理や解析処理を行うこと

で、明示的に書かれていない有用な知識を見つけ出す技術。

• 特徴
– 一般の検索エンジンを利用している。数万回～数十万回、Webの

検索を行いながら、研究者の情報を抽出・整理する。

• 自然言語処理、機械学習

• 名前と所属だけを入れれば、あとの情報はすべてWebから自動的に
抽出する。

– 産総研で昨年から開発。これまでに人工知能学会全国大会、大
阪市ロボットラボラトリー等で運用。

– UbiCompで運用に当たって、同姓同名の処理の強化、関係性抽出
の英語化などに対応。



Polyphonet Conference: 技術内容２

Polyphonet Conference

• 技術分野
– オンラインコミュニティ支援

• メーリングリストや掲示板、ブログなど、オンライン上で行われる利用者
間の情報共有や出会いを支援する技術

• 特徴
– 様々なイベント情報（セッションや発表など）に関わる「人」

の情報を提示

• 他の参加者との出会いを支援

• 「人」という情報を介してイベント情報の発見や理解を促進

– ユーザが登録した情報（興味ある発表や知り合い情報）による推薦

• 自分の知り合いの中で注目されている論文の推薦

• 自分と興味が近い（が知り合いではない）人の推薦



Polyphonet Conference



Polyphonet Conference



Polyphonet Conference



Polyphonet Conference



運用

• 第7回ユビキタスコンピューティングに関する国際会議
The Seventh International Conference on Ubiquitous Computing

（Ubicomp2005）

– http://ubicomp.org/ubicomp2005/

– 会期：9月12～14日

– 場所：高輪プリンスホテル

– 全発表者のデータ入力済，全参加者に利用案内を
送付済

Ubiquitous Community Support System for UbiComp2004



この後の展開

• 多様なイベント空間の支援システムとして展開

– 展示会，パーティ，博物館など

– イベントに合わせた機能の拡張

• 情報共有システムの相互運用性のテストベッド
として展開

– 多様な情報共有システムが相互に情報を交換でき
ることを確認する場を提供する．

Ubiquitous Community Support System for UbiComp2005


